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那珂市・横手市 
友好都市提携5周年記念式典 

那珂市都市計画マスタープラン 
（案）がまとまりました 



２

■
友
好
都
市
提
携
か
ら
こ
れ
ま
で

　

平
成　

年　

月　

日
の
友
好
都
市
の
提

１６

１０

２２

携
か
ら
こ
れ
ま
で
、
那
珂
市
文
化
協
会
、

那
珂
市
体
育
協
会
、
那
珂
市
区
長
会
、
那

珂
市
商
工
会
等
の
団
体
が
横
手
市
を
訪

れ
、
幅
広
く
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
両
市
を
訪
問
し
あ
い
、
両
市
の
友

好
交
流
が
次
世
代
に
も
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
門
部
ひ
ょ
っ
と
こ
踊

り
保
存
会
や
那
珂
よ
さ
こ
い
連
等
に
よ
り

那
珂
市
の
文
化
が
紹
介
さ
れ
た
り
、
市
民

の
か
た
に
横
手
市
に
訪
問
し
て
い
た
だ
い

た
り
す
る
な
ど
、
両
市
の
相
互
理
解
を
更

に
深
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
毎
年
、「
な
か
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
の
機
会
に
、
横
手
市
の

関
係
者
が
那
珂
市
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

「
か
ま
く
ら
」、「
横
手
や
き
そ
ば
」
な
ど
横

手
市
に
息
づ
く
伝
統
や

食
文
化
は
、
那
珂
市
で

も
広
く
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

「一層の信頼関係を築
き、ともに発展していく
ことを願います」と式辞
を述べる小宅市長

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

両
市
間
で
固
い
「
絆
   

」
新
た
に

き
ず
な

■那珂町と横手市が友好都市の提携をした翌
年の平成１７年に、横手市、増田町、 平  鹿 町、

ひら か

 雄 
お

 物  川 町、大森町、十文字町、 山  内 村、 大  雄 村
もの がわ さん ない たい ゆう

の１市５町２村が合併し、新たな「横手市」が
誕生しました■横手市の総面積は約６９３km2、

人口は約１０万１８００人（平成２１年１２月末現在）と秋田県下
第２位の人口を有し、「豊かな自然　豊かな心　夢あふ
れる田園都市」を将来像に掲げてまちづくりをすすめて
います■豊かな自然は四季折々に違った表情を見せ、そ
れにあわせて「かまくら」「梵天」「送り盆まつり」「増田
の花火」などの祭りが古くから息づき、大切に受け継が
れています■慶長７年（１６０２年）の「慶長の国替え」に
より戸村氏が横手城代となったことから那珂市との縁が
結ばれています。
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　友好都市提携５周年
を記念し、水戸徳川家
十五代当主で財団法人
水府明徳会会長の徳川
斉正氏をお迎えして記
念講演会が行われまし
た。
　徳川氏は、「水戸藩開藩四百年と水戸徳川家」と
題して、水戸徳川家についての興味深い話題に触
れながら、「つながりゆく歴史をこれからも守っ
ていきたい」と述べ、会場に集まったかたがたの
高い関心を集めました。

式典では、菅谷西小学校４年生が那珂市民の歌「輝く未来へ」ほか２曲をすがすがしい歌声で斉唱し、
オープニングを飾りました。また、アトラクションでは、那珂和宝会が優雅に「仕舞」を披露したほ
か、那珂市民音頭「いいねなかなか」にあわせて、那珂市文化協会舞踊部会が盆踊りを、菅谷西小学校
３年生と那珂よさこい連がよさこいを熱演し、式典を華やかに彩りました。
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１
月　

日
、
那
珂
市
と
横
手
市
が
友
好

１６

都
市
の
提
携
を
し
て
か
ら
５
周
年
を
迎
え

る
こ
と
を
記
念
し
、「
那
珂
市
・
横
手
市
友

好
都
市
提
携
５
周
年
記
念
式
典
」
が
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は

両
市
の
市
長
、
市
議
会
議
長
等
関
係
者
の

か
た
が
た
、
同
提
携
に
深
い
か
か
わ
り
の

あ
る
「
東
京
か
ま
く
ら
会
」
や
市
民
の
皆

さ
ん
な
ど
約
５
０
０
人
が
集
ま
り
、
５
周

年
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
小
宅
近
昭
那
珂
市
長
、
五

十
嵐 
忠 

ち
ゅ
う 

悦 
横
手
市
長
が
、
未
来
に
向
け
た

え
つ

新
た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
す
決
意
と
し
て

「
友
好
の
誓
い
」
を
結
び
、
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
友
好
の
歴
史
を
土
台
に
、
新
た
な

友
好
交
流
を
進
め
る
こ
と
を
誓
い
あ
い
ま

し
た
。
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こ
れ
か
ら
多
く
の
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
、
た
く
さ

ん
の
経
験
を
積
み
、
し
っ
か
り

と
し
た
考
え
の
持
て
る
大
人
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
謝
辞
か
ら
抜
粋
）

成
人
式
実
行
委
員
長

茅
根 
奈
海
さ
ん

　

１
月
９
日
、
平
成　

年
那
珂
市
成
人
式
が
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
プ

２２

ラ
ザ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
で
開
催
さ
れ
、
華
や
か
な
振
袖
や
ス
ー
ツ
等
に

身
を
包
ん
だ
新
成
人
た
ち
が
集
ま
り
、
二
十
歳
の
門
出
を
祝
い

ま
し
た
。
今
年
の
新
成
人
は
全
員
が
平
成
生
ま
れ
と
な
り
、
那

珂
市
の
新
成
人
は
５
８
７
人
で
、
式
典
に
は
４
８
７
人
が
集
ま

り
、
同
級
生
と
の
再
会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

式
典
を
と
お
し
て
決
意
も

新
た
に
し
た
新
成
人
は
、
夢

や
進
む
べ
き
道
に
向
き
合
い

大
人
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。
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■「
市
制
施
行
５
周
年
記
念
式
典
」
に
つ

い
て　
　

月　

日
に
「
市
制
施
行
５
周
年

１０

１７

記
念
式
典
」
を
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー

る
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。「
市
制
施

行
５
周
年
表
彰
式
典
」
で
は
１
０
５
人
を

表
彰
し
、「
市
民
憲
章
披
露
式
典
」
及
び

「
市
民
の
歌
等
披
露
式
典
」
で
は
、
市
制
施

行
５
周
年
を
記
念
し
て
制
定
し
た
市
民
憲

章
と
市
民
の
歌
、
音
頭
を
そ
れ
ぞ
れ
披
露

し
ま
し
た
。

■「
出
張
鑑
定
」
の
公
開
収
録
に
つ
い
て

　
　

月　

日
に
市
制
施
行
５
周
年
記
念
事

１１

２３

業
「
開
運
！
な
ん
で
も
鑑
定
団 　
 
那
珂
」

in

の
「
出
張
鑑
定
」
の
公
開
収
録
を
、
総
合

セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。
放
映
は
平
成　

年
２
月　

日
の
予

２２

２３

定
で
す
。

■
定
額
給
付
金
に
つ
い
て　

定
額
給
付
金

に
つ
き
ま
し
て
は
、
９
月　

日
に
申
請
受

３０

付
を
終
了
し
、
申
請
の
あ
っ
た
世
帯
へ
の

給
付
が　

月
末
に
完
了
し
ま
し
た
。
申
請

１０

世
帯
は
、
２
万
６
８
９
世
帯
（
約　

・
０

９９

％
）
で
、
給
付
額
は
８
億
５
、７
３
０
万
円

で
す
。

■
県
央
地
域
首
長
懇
話
会
自
治
体
P
R
の

実
施
に
つ
い
て　

那
珂
市
を
は
じ
め
県
央

地
域
９
市
町
村
の
首
長
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
振
興
を
図
る
た
め
、　

月　

日
に

１０

３１

「
な
か
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０

０
９
」、　

月　

日
に
「
大
洗
あ
ん
こ
う

１１

２３

祭
」
に
お
い
て
、
市
の
観
光
・
特
産
品
な

ど
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

■
瓜
連
郵
便
局
に
つ
い
て　
　

月　

日
に

１０

１９

瓜
連
支
所
内
に
瓜
連
郵
便
局
が
移
転
開
局

し
ま
し
た
。

■
曲
が
り
屋
移
築　

周
年
記
念
事
業
に
つ

１０

い
て　

平
成　

年
９
月
に
一
の
関
た
め
池

１１

親
水
公
園
に
「
曲
が
り
屋
」
を
移
築
し
て

　

年
が
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、　

月
３
日

１０

１０

に
記
念
事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。「
む
か

し
あ
そ
び
の
場
」
と
題
し
て
、
紙
芝
居
や

銭
太
鼓
、
空
き
缶
笛
や
紙
鉄
砲
な
ど
、
子

供
た
ち
に
昔
の
遊
び
を
楽
し
ん
で
も
ら
い

ま
し
た
。

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て　
「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
」
に
お
い

て
、
市
民
と
市
が
協
働
す
る
仕
組
み
づ
く

り
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、　

月
７
日
に

１０

「
那
珂
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
」の
提

言
書
が
市
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
提
言
書
を
も
と
に
、
市
内
８
地
区

で
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
概
要
説
明
会

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
防
災
訓
練
に
つ
い
て　
　

月　

日
に
第

１０

２４

一
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
地
震

を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
地
域

住
民
及
び
関
係
機
関
併
せ
て
約
７
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

■
敬
老
事
業
に
つ
い
て　

９
月
に
百
歳
達

成
者
５
人
を
訪
問
し
、
国
と
県
か
ら
の
褒

状
、
市
の
祝
い
金
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

し
た
。
ま
た
、
９
月
６
日
か
ら　

月　

日

１０

２５

に
か
け
て
、
敬
老
会
が
８
地
区　

か
所
で

２７

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
全
体
の
出
席
率
は

前
年
に
比
べ
て　

％
減
の　
・
４
％
で
す
。

１.４

３４

■
住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業
に
つ
い

て　

国
の
「
経
済
危
機
対
策
」
の
一
つ
と

し
て
住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業
が
創

設
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、　

月
か
ら
、
離

１０

職
者
で
あ
っ
て
就
労
能
力
及
び
就
労
意
欲

の
あ
る
か
た
の
う
ち
、
住
宅
を
喪
失
し
て

い
る
か
た
ま
た
は
喪
失
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
か
た
を
対
象
と
し
て
、
６
か
月
間
を
限

度
に
住
宅
手
当
を
支
給
し
、
住
宅
の
確
保

を
図
る
と
と
も
に
就
労
に
向
け
た
支
援
を

開
始
し
ま
し
た
。

■
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て

　

国
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
一

環
と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
基
本
方
針

を
明
示
し
た
こ
と
に
よ
り
、
医
療
従
事
者

等
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。

　

市
で
は
、
優
先
接
種
対
象
者
の
う
ち
低

所
得
者
に
つ
い
て
全
額
助
成
の
対
象
と
す

る
国
の
方
針
に
加
え
、
妊
婦
、
基
礎
疾
患

を
有
す
る
か
た
、
満
１
歳
か
ら
小
学
６
年

生
ま
で
の
小
児
及
び
満
１
歳
未
満
の
保
護

者
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
課
税
所
得
世
帯

で
あ
っ
て
も
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

　

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
協
力
し
て
、

市
民
へ
迅
速
か
つ
適
切
な
情
報
を
提
供
す

る
な
ど
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
農
業
農
村
整
備
事
業
に
つ
い
て　

高
内

地
区
た
め
池
整
備
工
事
を
９
月
に
、
南
酒

出
地
区
及
び
門
部
・
一
本
松
地
区
排
水
路

整
備
工
事
の
各
工
事
を　

月
に
そ
れ
ぞ
れ

１０

発
注
し
ま
し
た
。
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第３回臨時会は１１月２４日に開催
第４回定例会は
１２月１日～１１日の１１日間の会期で開催
　第３回臨時会が１１月２４日に開催され、市長提出議案
は、報告３件、条例の一部改正４件、合わせて７件につ
いて審議され、原案のとおり可決されました。
　また、第４回定例会が１２月１日～１１日までの１１日間の
会期で開催され、市長提出議案は、条例の一部改正５
件、平成２１年度補正予算６件、その他１件、合わせて１２
件について審議され、原案のとおり可決されました。
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市長提出議案市長提出議案
案案案議案全全全議全議案

可決可決可決可決可決

　

ま
た
、
那
珂
川
沿
岸
農
業
水
利
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
計
画
変
更
の
概
要
に
つ

い
て
の
地
元
説
明
会
を
、　

月
に
市
内
４

１１

か
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

■「
な
か
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

０
０
９
」
に
つ
い
て　
　

月　

日
に
、
市

１０

３１

制
施
行
５
周
年
記
念
事
業
「
な
か
ひ
ま
わ

り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
９
」
を
那
珂

総
合
公
園
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、　

月
上
旬
に
上
陸
し
た
台
風

１０

　

号
に
よ
り
、
開
花
間
近
の
ひ
ま
わ
り
が

１８倒
れ
た
た
め
「
ひ
ま
わ
り
迷
路
」
を
中
止

す
る
な
ど
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、
８

万
７
千
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ひ
ま
わ
り
畑
に
設
置
し
た
見
晴

台
や
友
好
都
市
横
手
市
の
焼
き
そ
ば
な
ど

に
よ
り
、
沢
山
の
か
た
が
た
か
ら
好
評
を

博
し
ま
し
た
。

■
両
宮
排
水
路
整
備
に
つ
い
て　
　

月
に

１０

当
該
排
水
路
全
体
の
整
備
計
画
再
策
定
業

務
及
び
上
流
部
（
市
街
化
区
域
）
管
渠
詳

細
設
計
業
務
、
そ
の
他
測
量
業
務
２
本
を

発
注
し
ま
し
た
。

■
市
街
地
整
備
事
業
に
つ
い
て　

杉
原
地

区
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

道
路
改
良
工
事
（
２
１
７ m
）
を　

月
に

１１

発
注
し
ま
し
た
。

　

上
菅
谷
駅
前
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
上
菅
谷
駅
前
街
区
公
園

植
栽
工
事
を
９
月
に
発
注
し
ま
し
た
。

　

竹
の
内
街
区
公
園
整
備
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
３
号
街
区
公
園
植
栽
工
事
を
９

月
に
発
注
し
ま
し
た
。

　

上
菅
谷
停
車
場
線
街
路
整
備
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
道
路
改
良
工
事
（　
 ｍ
）
を

７３

９
月
に
、
電
気
設
備
工
事
（
照
明
灯
１
基
）

を　

月
に
そ
れ
ぞ
れ
発
注
し
ま
し
た
。

１０
■
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て　

杉
原
西

地
区
（
第
２
工
区
）
汚
水
管
布
設
工
事
、

下
菅
谷
地
区
（
第
３
工
区
）
汚
水
管
布
設

工
事
を　

月
に
、
横
堀
地
区
（
第
３
工
区
）

１０

汚
水
管
布
設
工
事
、
古
徳
東
地
区
汚
水
管

布
設
工
事
を　

月
に
そ
れ
ぞ
れ
発
注
し
ま

１１

し
た
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て　

鴻
巣

地
区
（
第
９
工
区
）
幹
線
１
号
管
路
施
設

工
事
を　

月
に
、
鴻
巣
地
区
（
第
Ⅰ－

　

１０

１３

工
区
）
管
路
施
設
工
事
を　

月
に
そ
れ
ぞ

１１

れ
発
注
し
ま
し
た
。

■
上
水
道
事
業
に
つ
い
て　

中
里
地
区

（
第
１
工
区
）
老
朽
管
更
新
工
事
を
９
月

に
、
福
田
菅
谷
地
区
（
第
１
工
区
）
舗
装

【第３回臨時会】

◎報告

専決処分について（平成２１年度那珂市一般会計
補正予算（第５号））／専決処分の報告について
（損害賠償補償事故の賠償額の決定：環境課）／
専決処分の報告について（損害賠償補償事故の
賠償額の決定：道路河川整備課）
◎議案

那珂市職員の給与に関する条例及び那珂市職員
の給与に関する条例の一部を改正する条例の一
部を改正する条例／那珂市特別職の職員で常勤
のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改
正する条例／那珂市教育委員会教育長の給与及
び勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一
部を改正する条例／那珂市職員の勤務時間、休
暇等に関する条例の一部を改正する条例
【第４回定例会】

◎議案

那珂市税条例の一部を改正する条例／那珂市都
市計画税条例の一部を改正する条例／那珂市総
合保健福祉センター設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例／那珂市農業集落排水処
理施設の設置及び管理に関する条例の一部を改
正する条例／那珂市農業集落排水整備事業分担
金に関する条例の一部を改正する条例／平成２１
年度那珂市一般会計補正予算（第６号）／平成２１
年度那珂市国民健康保険特別会計（事業勘定）補
正予算（第２号）／平成２１年度那珂市下水道事業
特別会計補正予算（第２号）／平成２１年度那珂市
農業集落排水整備事業特別会計補正予算（第２
号）／平成２１年度那珂市上菅谷駅前地区土地区
画整理事業特別会計補正予算（第２号）／平成２１
年度那珂市水道事業会計補正予算（第２号）
◎同意

那珂市教育委員会委員の任命について

本
復
旧
工
事
を　

月
に
、
杉
原
地
区
（
第

１０

２
工
区
）
と
下
菅
谷
地
区
（
第
３
工
区
）

の
各
配
水
管
移
設
工
事
を　

月
に
そ
れ
ぞ

１１

れ
発
注
し
ま
し
た
。

■
読
書
活
動
推
進
計
画
に
つ
い
て　

市
民

の
読
書
環
境
の
整
備
を
図
り
、
市
民
が
読

書
を
生
活
の
一
部
と
し
て
取
り
入
れ
、
文

化
的
で
生
き
が
い
の
あ
る
暮
ら
し
が
で
き

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
那
珂
市
読
書
活

動
推
進
計
画
」を　

月
に
策
定
し
ま
し
た
。

１０

■
消
防
業
務
に
つ
い
て　

９
月
１
日
か
ら

　

月　

日
ま
で
の
消
防
訓
練
指
導
に
つ
き

１１

３０

ま
し
て
は
、
事
業
所
や
学
校
等
を
対
象
に

　

回
行
い
、
５
、９
６
９
人
が
参
加
し
、
防

２９火
防
災
知
識
の
修
得
と
防
火
意
識
の
向
上

を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
普
通
救
命
講
習

会
を
７
回
行
い
１
２
４
人
が
修
了
し
、
応

急
手
当
の
普
及
に
努
め
ま
し
た
。

　

火
災
出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建

物
が
１
件
、
救
急
出
場
件
数
に
つ
き
ま
し

て
は
、
急
病
が
２
２
８
件
、
交
通
事
故
が

　

件
、
そ
の
他
が
１
７
３
件
、
合
計
４
７

７０１
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

９
月　

日
に
、
第　

回
茨
城
県
消
防
ポ

２７

６０

ン
プ
操
法
大
会
県
北
地
区
大
会
が
常
陸
大

宮
市
で
開
催
さ
れ
、
第
２
分
団
第
１
部
が

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
で
、
第
３
分
団
第
２

部
が
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
そ
れ
ぞ
れ
入
賞

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

月　

日
に
更
新
し
た
高
規
格

１１

２７

救
急
車
を
西
消
防
署
に
、　

月　

日
に
更

１１

３０

新
し
た
消
防
ポ
ン
プ
積
載
車
を
、
第
３
分

団
第
２
部
、
第
４
分
団
第
３
部
及
び
第
９

分
団
第
１
部
に
そ
れ
ぞ
れ
配
備
し
ま
し
た
。

　
　

平
成　

年　

月
１
日

２１

１２
那
珂
市
長　

小
宅　

近
昭
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第４回定例会において小宅市長から次のとおり平成２２年度予算編成方針が示されました。

平成２２年度予算編成基本方針

　昨年秋に発生したアメリカ発の金融危機は、信用収縮等を通じて実体経済に悪影響を及ぼし、
世界経済は戦後最大の｢世界同時不況｣に陥りました。我が国経済も輸出市場の急激な収縮に直面
するとともに、国内生産水準が｢つるべ落とし｣のように低下し、雇用情勢や国民の消費マインド
にも深刻な影響が出ております。
　こうした中、国においては、昨年末から度重なる経済危機対策が進められてきましたが、本年
９月に政権交代が行われ、来年度予算編成に向け、これまでの政策の方向性が大きく変革するこ
とが予想されます。
　当然のことながら地方財政についても、政権交代による影響は少なくないと予想されますが、
現時点ではその内容は不透明ではあるものの、国の歳出見直しが厳しさを増す中においては、こ
れまで以上の国の財政支出は見込めない状況にあります。
　このような状況のもと、本市の財政状況は、不況の影響から法人市民税を中心に平成２１年度以
上の市税収入の減収が見込まれ、平成１８年度から続いた地方交付税交付額の減額については、平
成２０年度、平成２１年度は特例措置により増額となったものの、国の厳しい財政状況から来年度の
増額は見込めない見通しであります。加えて、本市の厳しい財政運営を支えていた各種基金は、
平成２０年度に若干持ち直したものの、依然として底が見えている状況にあります。
　一方、歳出では、生活保護費などの扶助費の増大に加え、高水準で推移する公債費や特別会計
に対する繰出金が財政運営の硬直化を招く要因となっております。また、平成２２年度について
は、前年度に引き続き、菅谷市毛線等の街路整備事業や道路改良舗装事業などに多額の財源を要
するほか、小中学校の耐震補強事業が緊急課題とされており、それに加え、両宮排水路整備事業
の工事着手が予定されており、これまで以上に大幅な財政需要の増大が見込まれます。
　このように極めて厳しい財政状況の中、本年３月に｢財政健全化プラン｣を策定し、行財政改革
推進本部を中心に、全庁的に同プランに基づく計画的な行財政改革に取り組んでいるところであ
ります。
　このため、平成２２年度の予算編成にあたっては、平成２２年度実施計画策定に際して示した予算
枠を厳守するとともに、真に求められる施策の展開を図るため、これまで以上に徹底した経費の
節減合理化と限られた財源の重点的かつ効率的な予算配分に努め、財政健全化プランにおける財
政計画に沿った計画的な予算編成をしていかなければならないと考えております。
　行財政を取り巻く現状は大変厳しいものがございますが、これらのことを念頭におきまして、
施策の厳選を徹底するとともに、事務事業の必要性、緊急性及び費用対効果等について、十分精
査し、検証の上、予算編成をしてまいります。

平成２１年１２月１日　　那珂市長　小宅　近昭　
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福
祉
循
環
バ
ス

原
子
力
防
災

　

平
成　

年
度
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
が

２１

　

月　

日
、　

日
、
国
を
は
じ
め
茨
城
県
、

１２

２１

２２

那
珂
市
、
東
海
村
、
ひ
た
ち
な
か
市
、
日

立
市
、
常
陸
太
田
市
ほ
か
防
災
関
係
機
関

等
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
原
子
力
発
電
株
式
会
社
東
海
第
二

発
電
所
で
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
た
事

態
を
想
定
し
て
実
施
さ
れ
た
今
回
の
防
災

訓
練
で
那
珂
市
は
、
原
子
力
災
害
警
戒
本

部
・
原
子
力
災
害
対
策
本
部
設
置
運
営
訓

練
、
テ
レ
ビ
会
議
接
続
訓
練
、
オ
フ
サ
イ

ト
セ
ン
タ
ー
現
地
対
策
本
部
員
派
遣
訓

練
、
同
セ
ン
タ
ー
機
能
班
員
派
遣
訓
練
、

原
子
力
専
門
委
員
招
集
訓
練
、
救
護
所
・

避
難
所
設
置
運
営
訓
練
、
通
報
連
絡
訓

練
、
住
民
広
報
訓
練
な
ど
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

原
子
力
災
害
対
策
本
部
で
は
、
小
宅
市

長
が
被
災
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
テ
レ

ビ
回
線
を
通
じ
て
政
府
対
策
本
部
長
の
鳩

山
首
相
を
は
じ
め
と
す
る
国
、
県
、
近
隣

４
市
村
と
と
も
に
災
害
へ
の
対
応
等
に
つ

い
て
協
議
を
す
る
な
ど
の
訓
練
が
積
ま
れ

ま
し
た
。
一
方
、
避
難
所
に
指
定
さ
れ
た

笠
松
運
動
公
園
で
は
、
那
珂
市
消
防
団
長

を
は
じ
め
、
消
防
団
女
性
消
防
部
が
非
常

食
を
配
布
す
る
な
ど
救
護
所
・
避
難
所
設

置
運
営
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

原
子
力
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

　

市
で
は
日
中
の
移
動
手
段
の
な
い
か
た

な
ど
の
通
院
や
買
い
物
の
た
め
に
、
だ
れ

で
も
利
用
で
き
る
福
祉
循
環
バ
ス
を
無
料

で
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
、
市
民
の
皆
様
が
利
用
し
や

す
い
バ
ス
と
す
る
た
め
に
、
路
線
や
ダ
イ

ヤ
を
見
直
す
と
と
も
に
、
利
用
者
の
皆
様

に
費
用
の
一
部
を
負
担
い
た
だ
き
、
有
料

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
し
て
運
行
し
ま

す
。

　

ル
ー
ト
、
ダ
イ
ヤ
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
今
後
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

■
運
行
日
時

　

運
行
日
は
、
月
〜
金
の
週
５
日
で
す
。

　

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
運
休
で
す
。

■
運
行
時
間

　

地
区
か
ら
の
始
発
が
、
午
前
８
時　

分
３０

ご
ろ
、
各
地
区
へ
の
最
終
便
が
午
後
５
時

ご
ろ
発
と
な
り
ま
す
。
最
終
便
は
現
在
よ

り
１
時
間
遅
く
な
り
ま
す
。

■
運　

賃

　

運
賃
は
、
１
回
の
乗
車
に
つ
き
１
０
０

円
で
す
。
た
だ
し
、
小
学
生
以
下
、
障
害

者
お
よ
び
介
助
人
１
人
は
無
料
で
す
。

　

ま
た
、
回
数
乗
車
券
、
１
日
乗
車
券
も

作
成
し
ま
す
。

■
運
行
ル
ー
ト

　

運
行
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
福

祉
循
環
バ
ス
の
利
用
状
況
に
配
慮
す
る
と

と
も
に
、
効
率
的
な
運
行
と
な
る
よ
う
見

直
し
ま
す
。

　

地
区
コ
ー
ス
は
、　

ル
ー
ト
を
設
定

１０

し
、
各
地
区
か
ら
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」
ま
で
、
１
日
４
地
区
、

各
２
往
復
を
運
行
し
ま
す
。

　

循
環
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
４

コ
ー
ス
を
見
直
し
、
３
コ
ー
ス
と
し
ま

す
。
運
行
便
数
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
１

日
４
コ
ー
ス　

便
を
、
３
コ
ー
ス　

便
に

１５

２４

増
や
し
ま
す
。

■
車　

両

　

使
用
す
る
バ
ス
は
、
現
在
の
福
祉
循
環

バ
ス
３
台
と
、
市
の
バ
ス
１
台
を
改
造
し

て
、
小
型
バ
ス
４
台
で
運
行
し
ま
す
。

■原子力災害対策本部の様子■原子力災害対策本部の様子

■テレビ会議で被災
状況への対応を協
議する小宅市長

４
月
か
ら
路
線
・
ダ
イ
ヤ
を
見
直
し
、

有
料  　
   
で 
運
行
し
ま
す

��������
運
行
内
容

問
い
合
わ
せ

企
画
課
企
画
調
整
係

�
２
９
８
・
１
１
１
１　

内
線
４
３
２



８

���������	
�������������

「暮らしやすい「い 街」と」と「と 彩り」ある暮らし環境」あ づくり」

　総合計画に示される“安全で安心して暮らせる住みよいまちづくり”や“いきいきと輝き、
活力あふれるまちづくり”を実現するための“暮らしを支える機能”の充実により、都市に活
力をもたらします。

��������	
���������������

　都市づくりの理念で示した「彩り」ある生活環境の創出に向け、市北西部域を中心に分布す
る自然資源の活用を図るとともに、今後は、住居系市街地においても、公園等の緑地だけでな
く、市街地内の平地林の保全・活用等により、緑豊かな市街地環境の創出を図ります。
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���������������

　今後は“低成長社会”という社会・経済環境の下で基盤整備を進めるため、必要な基盤整備
の精査や住民意向の反映等を行いながら、街路整備等との関連を考慮した整備モデルの具体化
を図ります。

��������	
�����������������

　那珂市では、「地区街づくり条例」による市民参加を通じて、地区の計画づくりや市民参加
による街路樹や緑地の管理等が進められていますが、今後もこのような活動を発展・充実させ
ることにより、都市づくりの各分野や各段階で市民参加が進み、市民のハートが感じられる都
市環境の創出を図ります。

��������	
������������
��

　本市では、都市計画マスタープランを作成中ですが、この度、「那珂市都市計画マスター
プラン（案）」がまとまりました。
　今後、パブリックコメントや関係機関等への報告の結果をもとに、本年度末に策定する
予定です。

　

那
珂
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

で
は
、
こ
れ
か
ら
の
那
珂
市
の
都
市
づ

く
り
に
つ
い
て
、「
水
戸
市
や
ひ
た
ち

な
か
市
に
隣
接
す
る
」
と
い
う
特
性
を

背
景
に
、「
暮
ら
し
の
場
」
と
し
て
の
都

市
形
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
暮
ら
し
の
場
と
し
て
必

要
な
道
路
や
公
園
等
の
基
盤
施
設
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
水
戸
都
市
圏

の
利
便
性
と
県
北
地
域
の
豊
か
な
自
然

と
い
う
要
素
が
接
す
る
と
い
う
特
性
を

生
か
し
て
、
通
勤
・
通
学
、
買
い
物
・

サ
ー
ビ
ス
等
の
都
市
的
な
利
便
性
と
、

自
然
体
験
や
ゆ
と
り
等
の
自
然
環
境
が

も
た
ら
す
豊
か
さ
を
享
受
で
き
る
環
境

を
創
出
し
、
世
代
や
家
族
構
成
、
就
業

や
余
暇
時
間
の
多
様
性
に
対
応
で
き
る

暮
ら
し
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
と

し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
都
市
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
と
い

う
都
市
づ
く
り
の
理
念
に
掲
げ
、
４
つ

の
基
本
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

都
市
づ
く
り
の
考
え
方



広報なか２月号９

　『暮らしやすい「街」と「彩り」ある暮らし環境づくり』という理念をもとに、都市づくりを
進めるため、本計画では、６つの都市施策の分野を設定し、それぞれの取り組みの基本となる
方針を示します。

分 野 別 の 方 針

分野別の方針分　野

○土地利用及び開発等の誘導については、区域区分制度の維持を基本に、市

街化区域の適正化を進めます。

・市街化区域及び市街化調整区域の適正化

○地域地区制度は、幹線道路沿道利用の促進や居住環境の保全等に向け適切

な運用を進めるとともに、産業系用途については、産業動向の変化等を考

慮し適切な対応を検討します。

・用途地域の適切な運用

土地利用の誘導に
関する事項

○市街化区域内への都市的土地利用の集約化、都市機能の充実とともに、市

街化区域内に残る緑や水辺の活用を図り、居住環境の質的な向上を図りま

す。

・市街化区域内の都市的土地利用の促進

・市街化区域内の都市機能の強化と連携

・多様な制度・多様な主体を活用した都市基盤整備

市街地環境の充実に
関する事項

○常磐自動車道や国道６号等の広域及び地域連携軸へのアクセス向上を図り

ます。

○都市計画道路は、関連計画等に基づき都市計画道路の整備を進めるととも

に、必要な見直しを進めます。

○公共交通は、長期的な取り組みを前提に、関係部署との連携・調整を図り

必要な都市計画施策を実施します。

交通ネットワークの
充実に関する事項

○基盤施設について利用者の障害となる要素の排除（バリアフリー化）や誰

でも使いやすい環境づくり（ユニバーサルデザイン）を進めます。

○災害時の避難場所や避難場所への動線を確保するとともに、排水施設等の

整備を進めます。

安心して暮らせる
都市環境の創造に
関する事項

○水戸市やひたちなか市に隣接し高い利便性を有するという特性を背景に、

一層魅力ある都市環境を創出するため、景観づくりや緑や水を生かした市

街地内のオープンスペースの確保等を進めます。

魅力ある都市環境の
創造に向けた事項

○都市計画における住民参加機会の充実を進めます。

○都市施設の「維持・管理」に対する適切な対応が求められるようになって

いることから、都市基盤施設が有する機能を確保するための施策を進めま

す。

市民ニーズに対応した
都市経営に関する事項
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地域区分図

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
那

珂
市
の
全
体
的
な
都
市
づ
く
り
の
方
針
と

と
も
に
、
市
域
を
５
つ
の
地
域
（
菅
谷
地

域
、
瓜
連
地
域
、
額
田
・
神
崎
地
域
、
戸

多
・
芳
野
・
木
崎
地
域
、
五
台
地
域
）
に

区
分
し
、
地
域
づ
く
り
の
方
針
（
地
域
別

構
想
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

各地域の地域づくりの方針

地域づくりの目標地域の将来像地域の役割地域名

○都市核として市街地の拠点機

能の熟成

○生活スタイルの変化に対応し

た暮らし環境の提供

○田園環境との調和した暮らし

環境づくり

都市核として那珂市での暮らし

の魅力を高める地域

□那珂市の都市核としての機能

充実

□水戸都市圏北部の生活支援拠

点の形成

□水戸都市圏北部における居住

ゾーンとしての環境の充実

菅谷地域

○瓜連市街地の集客性の強化

○自然・歴史を生かす拠点と

ネットワークの形成

○田園環境との調和した暮らし

環境づくり

那珂市の魅力を発信する交流と

ゆとりある暮らしの地域

□瓜連市街地を中心とする日常

生活圏の形成

□県北地域への来訪客を対象に

交流機能を提供する地域

瓜連地域

○田園環境との調和した暮らし

環境づくり

○自然・歴史を生かす拠点と

ネットワークの形成

○将来に向けた成長要素の充実

地域の歴史と調和した活力を創

出する地域

□既存環境の維持による田園生

活圏の形成

□産業系機能を中心として那珂

市や地域における未来の活力

の源泉となる機能の導入

額田・神崎
地域

○田園環境との調和した暮らし

環境づくり

○身近なレクリエーション機能

の充実

○都市機能の充実

自然の中で人々の交流を育む地

域

□県北地域への来訪客を対象と

する交流機能の提供

□身近に親しめるレクリエー

ション機会の提供

戸多・芳野・
木崎地域

○これまでの暮らし環境の維持

○文教施設を生かし地域の魅力

向上

○田園環境との調和した暮らし

環境づくり

都市と自然が調和した暮らしの

地域

□教育施設の集積を生かした教

育環境の充実

□水戸市との近接性を生かした

居住の場としての環境整備

五台地域

地
域
づ
く
り
の
方
針
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こ
れ
ま
で
と
大
き
く
異
な
っ
た
社

会
環
境
の
も
と
で
都
市
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
将
来
都
市
像
を
見
据
え

つ
つ
、
施
策
の
優
先
度
を
明
確
に
す

る
と
と
も
に
、
市
民
の
発
意
に
基
づ

く
多
様
な
取
り
組
み
を
支
援
し
ま

す
。

　

那
珂
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
は
、
計
画
の
実
現
を
図
る
た

め
、
本
計
画
の
期
間
（　

年
間
）
を

２０

Ⅲ
期
に
区
分
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標

を
定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

皆
様
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
機

会
づ
く
り
を
行
う
ほ
か
、
計
画
の
管

理
と
経
験
の
蓄
積
等
に
関
す
る
取
り

組
み
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

成熟した協働関係の構築 

市　民 行　政 

那珂市の将来像

■
問
い
合
わ
せ

　

都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

�
２
９
８
・
１
１
１
１　

内
線
３
４
２

計
画
の
実
現
に
向
け
て



１２

　

こ
れ
ま
で
も
那
珂
市
で
は
、
様
々
な
形

で
食
育
へ
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
一
定

の
成
果
を
挙
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
朝
食
欠
食
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化

や
減
少
な
ど
、
危
機
的
な
状
況
の
解
決
に

繋
が
る
筋
道
が
見
え
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
「
子
ど
も
の
発
育
に
応
じ
た
食
育
」、

「
生
活
習
慣
病
予
防
の
食
育
」、「
地
産
地

消
と
食
に
関
す
る
理
解
と
関
心
の
増
進
」

の
三
つ
の
柱
は
食
育
推
進
の
た
め
私
た
ち

市
民
が
一
丸
と
な
り
、
那
珂
市
の
基
本
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
す
。

　

那
珂
市
の
食
育
を
進
め
る
た
め
に
、
人

づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
目
指
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。
保
護
者
な
ど
の
大
人
の
か

か
わ
り
や
、
様
々
な
分
野
か
ら
子
ど
も

へ
、
さ
ら
に
子
ど
も
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
広
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
こ
で
、

食
育
を
市
民
運
動
と
し
て
展
開
し
て
い
く

た
め
、「
ぴ
ち
ぴ
ち
那
珂
っ
こ　

こ
こ
ろ

と
か
ら
だ
は　

食
事
か
ら
」
を
合
言
葉
と

し
、
那
珂
市
に
生
ま
れ
育
っ
た
大
人
を
含

め
た
す
べ
て
の
人
た
ち
が
、
し
っ
か
り
と

食
育
を
身
に
つ
け
、
心
身
の
源
と
な
る
力

が
あ
ふ
れ
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
食
卓
を
、

家
族
そ
ろ
っ
て
築
い
て
い
く
た
め
に
、
み

ん
な
で
食
育
を
広
め
、
次
の
世
代
へ
と
繋

い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
計
画
に
よ
り
、
今
ま
で
不
十
分

だ
っ
た
行
政
の
方
向
性
を
一
つ
に
ま
と

め
、
市
民
・
学
校
・
農
業
関
係
者
な
ど
重

点
的
に
行
動
す
る
関
係
者
が
、
役
割
や
連

携
・
調
整
へ
と
関
係
者
を
繋
ぐ
「
つ
な
が

り
を
創
り
出
す
行
動
」
へ
と
効
果
的
に
展

開
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
広
報
な
か
４
月
号
か
ら　

月
号
参
照
）

１２
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【那珂市食育推進計画 １０ 】
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総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」

健
康
推
進
課　

�
２
７
０
・
８
０
７
１

食
育
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

�
�
�
�
�
�
�
�
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昨
年　

月　

日
に
総
合
セ
ン
タ
ー

１２

２３

ら
ぽ
ー
る
で
、
Ｊ
Ａ
主
催
に
よ
る
食

育
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
健
康
な
食
生
活
に
貢
献
す

る
た
め
に
と
、
竹

下
和
男
校
長
を
講

師
に
貴
重
な
講
演

が
行
わ
れ
、
関
心

を
寄
せ
て
い
ま
し

た
。

　

講
演
の
後
に
は
、
県
立
水
戸
農
業

高
等
学
校
の
生
徒
に
よ
る
、
家
庭
か

ら
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
削
減

す
る
た
め
の
創
意
工
夫
の
事
例
発
表

が
あ
り
、
循
環
型
農
業
実
現
に
向
け

て
の
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組

み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
常

陸
秋
そ
ば
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事

例
発
表
で
は
、
女
子
メ
ン
バ
ー
５
人

を
中
心
に
、
県
産
品
種
の
そ
ば
の
Ｐ

Ｒ
活
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
栽
培

収
穫
か
ら
製
粉
ま
で
地
元
の
特
産
品

を
広
く
広
め
た
い
と
活
動
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な

活
動
を
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
、
食
育
を

推
進
し
て
行
く
上

で
重
要
と
言
え
ま

す
。 �

�
�
�
�
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　「那珂市食育推進計画」では、効果的に食育を実施していくために、数値目標を設定し、市民をはじめ、
家庭や地域、保育所、幼稚園、学校、農林漁業者、食品関連事業者、保健医療関係者、食にかかわる各種
団体、行政などが連携して目標達成に努めるものとします。

　市計画における目標値は、茨城県食育推進計画で設定された目標値を基本とした数値を設定していま
す。（※印）「茨城県食育推進計画」において掲げられている目標値です。

「那珂市食育推進計画」の重点事項

目 標 値直近値（茨城県）重 点 事 項

※１００％※１００％９０．２％（平成１８年）９０．２％（平成１８年）いつも朝食を食べる小学生の割合

※５０％※５０％－食育計画を策定している保育所の割合

※１００％※１００％

８５．６％（平成１９年）８５．６％（平成１９年）小学校
食に関する年間指導計画を
作成している学校の割合

７９．３％（平成１９年）７９．３％（平成１９年）中学校

※１５％以下※１５％以下

２４．１％（平成１９年）２４．１％（平成１９年）２０代男性

朝食を欠食する成人の割合

１６．７％（平成１９年）１６．７％（平成１９年）３０代男性

※３０％以上※３０％以上２９．６％（平成１７年）２９．６％（平成１７年）学校給食における地場産物を使用する割合

※８０％以上※８０％以上５６．２％（平成１８年）５６．２％（平成１８年）
メタボリックシンドロームの言葉の意味を知っ
ている市民の割合

※６０％以上※６０％以上－
教育ファームの取り組みがなされている学校の
割合

※９０％以上※９０％以上７４．７％（平成１８年）７４．７％（平成１８年）食育に関心を持っている市民の割合

増やす増やす－
１日１食以上、家族がそろって食事をする市民の
割合

増やす増やす５７．０％（那珂市）５７．０％（那珂市）「かかりつけ医」を持っている市民の割合

６５％以上６５％以上５０．６％（那珂市）５０．６％（那珂市）いつも健康に気を付けている市民の割合

７０％以上７０％以上５６．０％（那珂市）５６．０％（那珂市）協働してまちづくりに取り組む市民の割合

○那珂市の直近値は、平成１８年市民アンケート数値



１４

春恒例の「平成２２年那珂市消防出初式」が１
月１０日、那珂総合公園多目的広場で開催され

ました。消防本部や消防団、自衛消防隊、婦人（女
性）防火クラブなどが参加し、張りつめた空気のな
か、地域防災への決意も新たに士気の高揚を図りま
した。
　また、永年勤続功労者や、優良分団の表彰が行わ
れました。

新

�����������������	

　１月６日に任命された根本直さんを加え、那珂ふるさと大使は１４人になりました。皆さんは、さまざまな分野で
活躍している那珂市出身またはゆかりの深いかたがたで、全国各地で那珂市の魅力を広めています。

���������
�
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成２２年那珂市新年賀詞交歓会が
１月６日、センチュリープラザ

NAKAで行われ、市執行部や市議会を
はじめ、市内各界代表者など約３００人
が一堂に会し、那珂市の更なる飛躍を
誓いながら、親交を深めました。
　今回は、那珂市民の歌である「輝く
未来へ」が那珂ふるさと大使の宮下敏
子さん（写真①）によって披露され、
出席者も明るい声を合わせて、明日に

羽ばたく那珂市を表現した歌詞をかみ
しめながら斉唱しました。そのほか、
「那珂ふるさと大使」に新たに任命され
た根本直さんが紹介されたり、雅韻会
（那珂市文化協会器楽部会所属）の皆さ
ん（写真②）が琴の音色を奏でたりと、
新年の門出を飾るにふさわしい華やか
な賀詞交歓会になりました。

職業・役職等住所氏名
デジタルハリウッド大学教授埼 玉 県いのうえむねみち井 上 宗 迪
（株）ユアテック相談役宮 城 県おおわだやすお大和田　泰　夫
洋画家東 京 都く ろ だ け い こ黒　田　ケイ子
京都大学教授京 都 府こ に し さ と し小 西 哲 之
（株）宍戸国際ゴルフ倶楽部
代表取締役社長東 京 都さかもとよしのぶ坂 本 好 伸

前　明海大学学長千 葉 県たかくらしょう� 倉　 翔
洋画家埼 玉 県た ち ひ で お舘　 英 雄
音楽家東 京 都な が す と も か長 須 与 佳
（独）産業技術総合研究所
主任研究員

茨 城 県
つくば市

ね も と た だ し根 本　 直

横浜国立大学大学院教授東 京 都ねもとよういち根 本 洋 一
京都女子大学教授大 阪 府はつせりゅうへい初 瀬 龍 平
音楽家東 京 都ま つ い え つ こまつい　えつこ
アナウンサー、音楽家東 京 都みやしたとしこ宮 下 敏 子
加賀電子〔株〕顧問、
那珂市立図書館名誉館長神奈川県よこすかしずお横須賀　鎮　夫

（敬称略・５０音順）

根本　直 さん

農学博士、（独）産業技術

総合研究所主任研究員

東木倉出身

（つくば市在住）

●那珂ふるさと大使に任命されました

賀詞交歓会に出席された那珂ふるさと大使の
皆さん（市長、副市長、教育長を囲んで）

①①

②②

平成 ２２ 年

平



～「～ 一の関ため池親水公園内曲がり屋」において番組等の撮影～
～アニメ番組オープニングでも紹介されています～

広報なか２月号１５

■
茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

●
優
良
分
団
表
彰　

消
防
団
第
２
分
団

●
勤
続
功
労
章
を
授
与
す
る
団
員
（　

年
３０

以
上
）

消
防
団
第
４
分
団
分
団
長　

袴
塚
正
勝

●
優
良
消
防
職
員
表
彰

消
防
本
部
消
防
司
令
補　

元
木
利
光
／

同　

小
薗
井
司

●
永
年
勤
続
消
防
職
団
員
妻
女
に
対
す
る

表
彰

消
防
団
第
４
分
団
分
団
長　

袴
塚
正
勝

妻
女　

袴
塚
美
智
子
／
消
防
本
部
消
防

司
令　

笹
島
茂
妻
女　

笹
島
ひ
ろ
み
／

同　

海
野
幹
雄
妻
女　

海
野
久
子

■
那
珂
市
消
防
団
長
表
彰

●
感
謝
状
を
授
与
す
る
団
員
（
ポ
ン
プ
車

操
法
の
部
）

消
防
団
第
２
分
団
第
１
部
（
団
員　

稲

川
有
明
／
福
地
康
博
／
岩
間
淳
一
／
大

部
正
美
／
海
老
澤
隆
／
萩
野
谷
温
）

●
感
謝
状
を
授
与
す
る
団
員
（
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
）

消
防
団
第
３
分
団
第
２
部
（
団
員　

岩

谷
聡
／
船
橋
敬
文
／
秋
山
俊
順
／
片
野

修
一
／
樫
村
英
彰
）

■
茨
城
県
知
事
表
彰

●
永
年
勤
続
功
労
章
を
授
与
す
る
職
団

員
（　

年
以
上
）

４０

消
防
団
第
７
分
団
分
団
長　

鹿
島
音

二
郎
／
消
防
本
部
消
防
監　

平
野
保

雄
／
同
消
防
司
令
長　

栗
原
信
一
／

同　

寺
門
久
一
／
同　

萩
野
谷
幸
雄

／
同　

三
沢
久
晴
／
同　

大
内
誠
一

／
同　

大
曽
根
栄

●
永
年
勤
続
功
労
章
を
授
与
す
る
職
団

員
（　

年
以
上
）

３０

消
防
団
第
４
分
団
分
団
長　

袴
塚
正

勝
／
消
防
本
部
消
防
司
令　

笹
島
茂

／
同　

海
野
幹
雄

●
永
年
勤
続
功
労
章
を
授
与
す
る
職
団

員
（　

年
以
上
）

２０

消
防
団
第
２
分
団
第
１
部
部
長　

小

田
倉
文
雄
／
同
第
３
分
団
第
１
部
班

長　

中
原
勝
博
／
同
第
３
分
団
第
２

部
班
長　

菊
池
敏
洋
／
同
第
８
分
団

第
２
部
班
長　

浅
川
浩
行
／
同
第
７

分
団
第
１
部
団
員　

滑
川
良
一
／
同

第
８
分
団
第
３
部
団
員　

渡
邊
光
榮

／
消
防
本
部
消
防
司
令
補　

柏
村
孝

博
／
同　

仲
田
康
人

●
消
防
功
労
民
間
優
良
団
体
（
防
火
思

想
の
普
及
）

菅
谷
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
／
飯
田
女
性

防
火
ク
ラ
ブ

表
彰
、
感
謝
状
を
受
け
た
か
た

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

一
の
関
た
め
池
親
水
公
園
内
曲
が
り
屋

で
、
小
林
幸
子
さ
ん
の
新
曲
「
白
い
ゆ
げ

の
歌
」（
１
月　

日
発
売
）
の
プ
ロ
モ
ー

２７

シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
の
撮
影
が　

月　

日
行
わ

１２

１７

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
丸
美
屋
食
品
「
の
り

た
ま
発
売　

周
年
記
念
」
の
Ｃ
Ｍ
タ
イ

５０

ア
ッ
プ
曲
と
し
て
も
披
露
さ
れ
ま
す
。
撮

影
現
場
に
は
、
お
母
さ
ん
役
の
女
優
の
小

林
綾
子
さ
ん
を
は
じ
め
多
数
の
関
係
者
が

訪
れ
ま
し
た
。
風
情
豊
か
な
曲
が
り
屋
住

居
内
で
、
湯
気
の
で
て
い
る
温
か
い
白
い

ご
飯
に
、
家
族
が
順
番
に
「
の
り
た
ま
」

を
か
け
、
和
や
か
に
仲
む
つ
ま
じ
く
食
事

を
す
る
場
面
が
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
番
組
「
新
撰
組
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ

Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
」（
１
月　

日（
水
）
放
送
開

２０

始
）
の
撮
影
が　

月　

日
、
曲
が
り
屋
で

１２

２８

行
わ
れ
ま
し
た
。「
新
撰
組
･
幕
府
側
･

市
村
鉄
之
助
」
役
の
須
賀
健
太
さ
ん
を
は

じ
め
多
数
の
若
手
俳
優
さ
ん
た
ち
や
ス

タ
ッ
フ
の
か
た
が
た
が
訪
れ
ま
し
た
。
撮

影
現
場
は
、
ま
る
で
江
戸
時
代
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
た
た
ず
ま
い

の
な
か
撮
影
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
週
日
曜
日
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
列

各
局
で
午
後
６
時　

分
に
放
映
さ
れ
て
い

３０

る
ア
ニ
メ
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
冬
編
に
お
い
て
、「
一
の
関
親
水
公

園
と
曲
が
り
屋
」が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

冬
編
の
放
映
期
間
は
、
１
月　

日（
日
）か

１０

ら
３
月　

日（
日
）ま
で
の
予
定
で
す
。
皆

２８

様
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 新撰組PEACEMAKERの撮影風景 ■女優の小林綾子さんと娘役の子役さん
（丸美屋のりたま撮影風景）　　　　



１６

　市は、「那珂市環境基本計画」を策定し、「ひとと自
然がやさしくふれあうまち」の実現に向け取り組んで
います。そこで市内小学生の家庭を対象に、地球温暖
化防止のため家庭で環境問題について理解と関心を高
め、家庭から排出される二酸化炭素を削減してもらう
ことを目的に、「２００９家庭における夏の省エネ（節電）
チャレンジ」を実施しました。
　設定したチャレンジ目標は、８月の電気使用量を前
年同月比１０パーセント以上削減しようというもので、
参加した皆さんは、家庭で「身近なエコ活動」に取り
組み、すばらしい結果を残しました。
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　例えば、暖房器具は室温２０℃を
目安に温度調節し、重ね着をする
など適切な服装を心がけ、暖房機
器はつけっぱなしをしないように
すると省エネにつながります。
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■問い合わせ
　環境課環境保全係　�２９８－１１１１　内線２５５

●テレビの電源をこまめに切りましょう。
●電気製品を長時間使わない場合は、コンセ
ントからプラグを抜いて、主電源をこまめ
に切りましょう。

●冷蔵庫の庫内は季節にあわせて温度調節を
行い、ものを詰め込み過ぎないようにしま
しょう。

●洗濯機は適正量での洗濯に心がけ、効率的
に使用しましょう。

●できるだけ家族団らんの時間を増やし、空
き部屋の照明や暖房を切るようにしましょ
う。
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飛田彩菜さん
（菅谷西小２年）
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下山武人さん
（菅谷小４年）
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薄井さくらさん
（菅谷東小１年）

【第４位・マイナス２６％達成】寺門里沙さん（芳野小２年）、戸澤望さん（五台小２年）／【第６位・マイナス２５％
達成】石川絢子さん（菅谷小２年）、菊池ひなのさん（瓜連小６年）／【第８位・マイナス２２％達成】高橋由良さん
（菅谷東小４年）／【第９位・マイナス２１％達成】黒澤佑磨さん（五台小４年）／【第１０位・マイナス２０％達成】寺
門春香さん（芳野小４年）
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広報なか２月号１７
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 問い合わせ

生涯学習課社会教育係（瓜連支所）
�２９８‐１１１１　内線８２８２

　教育委員会は、財団法人地域創造と共催で「公共
ホール音楽活性化事業」を実施し、木管五重奏を演奏
する Quintet「H」 （クインテット・アッシュ）の皆さん
が１２月１０日から１２日までの間、那珂市を訪れました。

　最終日の１２日は、総合センターらぽーるでコン
サートが開催されました。
　コンサートでは、木管五重奏によりクリスマス
にちなんだ曲などが披露され、会場を訪れたかた
がたは５人の奏でるハーモニーを楽しむ素敵なひ
とときを過ごしました。
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　現代の社会は、携帯電話やインターネットなどが普
及し、青少年は高度情報化社会の中で育っています。
その反面、青少年を取り巻く情報は危険にあふれ、携
帯電話やインターネットを巡るさまざまなトラブルが
社会問題になっています。
　さらに、子どもが犯罪の被害者となる痛ましい事件
が相次ぎ、また一方で、少年による社会を震撼させる
重大事件が発生するなど、子どもたちの安全や少年非
行に対する住民の不安がこれまで以上に高まりを見せ
ています。
　地域の子どもを地域全体で見守り育てていくために
は、子どもたちを犯罪の被害者にも加害者にもさせな
いための地域づくりはもちろん、子
どもたちがトラブルに巻き込まれる
のを防ぐための携帯電話やインター
ネットの正しい利用の仕方について
のルールづくりなど、親子でしっか
り話し合うことも必要です。

○食事中や午後９時以降はメールも電話もしない
○携帯は居間で使用し、自分の部屋に持ち込まな
い
○使用料金の上限を決める
○掲示板やチャットにウソや友達の悪口を書き込
まない
○プロフ（プロフィール）は個人情報が流出する
ので禁止
○チェーンメールは絶対に回さない
○アダルトサイトや出会い系サイトにはアクセス
しない
○何か変なことや不審なメールがあったら親に知
らせる

問い合わせ
生涯学習課青少年係（瓜連支所）
�２９８‐１１１１　内線８２８３

　クインテット・アッシュの皆さんは１２月１０日に
菅谷西小、五台小を、１１日に菅谷東小、那珂二中
を訪問し、地域交流プログラムを実施しました。
　５種類の楽器を手にとり、音の出し方、演奏方
法などを分かりやすく紹介してくれたほか、音当
てクイズではどの楽器がどんな音を出すのかを考
えさせたりと、音楽に親しむ工夫に満ちた授業に
児童・生徒の皆さんも興味津々。プロミュージ
シャンの奏でる音楽を間近で感じることができた
子どもたちは、目を輝かせていました。
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１８

○材料（４人分）
　だし汁 …………… ３カップ
　（水４カップ・削り節１２ｇ・
　昆布８�）
○具材　七つの「����」
　れ�こ� ……………… ２０ｇ
　でいこ�（大根） …… １５０ｇ
　ご�ぼう（ごぼう） …… ５０ｇ
　に�じ� ……………… ２０ｇ
　こ�にゃく …………… ５０ｇ
　ぎ�な� ……………… ２０個
　か�ぴょう …………… ８ｇ
○調味料
　酒 ………………… 大さじ１
　醤油 ……………… 大さじ１
　味噌　 ………… 大さじ１／２

【作り方】
①だしをとる
昆布を３０分位分量の水につけておく。
その後、火にかけ沸騰寸前（昆布がゆらゆら動いて
きます）に昆布をひき、削り節を入れ沸騰したら火
を止める。
②具材
大根、れんこん、ごぼう：８�角に切り、れんこん、
ごぼうは水につける。
にんじん：５�角に切る。
こんにゃく：８�角に切り、下茹でする。
かんぴょう：塩で揉み、下茹でをして、柔らかく
なったらザルにあけ結ぶ。（運を結ぶ意味を込めて）

③だしの中に具材を入れ煮る。
④調味料で味を整え、椀によそい、結びかんぴょうと
ぎんなんを天盛りする。

　

額
田
の
民
話
「
た
っ
つ
ぁ
い
噺
」
の
「
七

運
汁
」
を
今
に
生
か
し
、
地
域
食
材
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
地
産
地
消
の
推
進
、
産
業

育
成
と
地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
昨
年

　

月　

日
に
那
珂
市
商
工
会
主
催
、
七
運
料

１２

１３

理
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
主
婦
、
学
生
、
親
子
、

親
父
チ
ー
ム
な
ど
６
組
が
腕
を
奮
い
、「
ん

（
運
）」
の
付
く
七
種
の
食
材
を
活
か
し
た
創

作
七
運
料
理
が
完
成
。
そ
れ
ぞ
れ
に
審
査
員

の
舌
を
唸
ら
せ
た
中
で
厳
選
な
審
査
の
上
、

中
山
友
子
さ
ん
の
作
る「
那
珂
七
運
キ
ム
チ
」

が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
「
た
っ
つ
ぁ
い
劇
団
」

の
公
演
や
、
七
運
汁
、
七
運
刀
削
麺
が
振
る

舞
わ
れ
、
心
身
と
も
に
ぽ
っ
か
ぽ
っ
か
に
温

ま
る
コ
ン
テ
ス
ト
と
な
り
ま
し
た
。
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不
作
が
続
き
運
が
な
い
と
嘆
く
お
百
姓
さ
ん
を
元
気
付
け
る

た
め
、
ほ
ら
吹
き
で
有
名
な
「
た
っ
つ
ぁ
い
」
が
「
ん
」
の
つ

く
食
べ
物
を
食
べ
て
「
運
」
が
つ
い
た
と
い
う
温
か
い
お
は
な

し
『
七
運
汁
』。

　

民
話
を
基
に
、
懐
か
し
い
味
わ
い
で
あ
り
な
が
ら
現
代
風
に

ア
レ
ン
ジ
し
た
料
理
で
す
。
具
材
の
切
り
方
（
角
切
り
）
に
こ

だ
わ
り
、
野
菜
本
来
の
甘
み
、
旨
み
、
食
感
を
味
わ
え
る
の
が

特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
ん
（
運
）」
の
つ
く
食
材
は

ほ
か
に
も
あ
り
ま
す
。
か
ぼ
ち
ゃ
（
南
瓜
「
な
ん
き
ん
」）、
い

ん
げ
ん
な
ど
に
加
え
、
う
ど
ん
、
す
い
と
ん
と
様
々
。
さ
ら
に
、

季
節
の
野
菜
を
使
っ
て
季
節
感
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
上
の
写
真
は
、
ひ
な
祭
り
に
ち
な
ん
で
、
紅
白
の

白
玉
を
入
れ
て
み
ま
し
た
。

 

（
料
理
研
究
家
・
管
理
栄
養
士　

海
野 
寿
江
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�

��
�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�����������������������

◆最優秀賞◆最優秀賞
「那珂七運キムチ」　「那珂七運キムチ」

◆たっつぁい劇団◆たっつぁい劇団



広報なか２月号１９
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支
援
方
針
を
踏
ま
え
、
次
の
よ
う
な
支

援
項
目
に
重
点
を
置
い
て
い
き
ま
す
。
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市
は
、
市
民
自
治
組
織
と
市
民
活
動
団

体
の
活
動
拠
点
と
す
る
施
設
を
整
備
、
確

保
し
ま
す
。
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各
地
区
に
組
織
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
の
拠
点
施
設
を
、
既
存
の
公
共
施
設

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ど
）
な
ど
を
利

活
用
し
確
保
し
ま
す
。

　

拠
点
施
設
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

の
運
営
や
活
動
に
必
要
と
な
る
机
、
椅

子
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
備
品
や
事
務
機
器

な
ど
も
整
備
し
ま
す
。
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�
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現
在
も
各
地
域
に
お
い
て
の
拠
点
施
設

と
な
っ
て
い
る
自
治
活
動
施
設
の
維
持
管

理
に
か
か
る
経
費
の
一
部
を
支
援
す
る
制

度
は
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
自
治

活
動
施
設
の
新
築
、
増
改
築
、
補
修
の
経

費
の
一
部
を
支
援
す
る
制
度
も
継
続
し
て

い
き
ま
す
。
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協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で

重
要
な
役
割
を
果
た
す
市
民
活
動
、
自
治
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活
動
を
総
合
的
に
支
援
す
る
施
設
と
し
て

「
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
を

設
置
し
ま
す
。

　

既
存
の
公
共
施
設
を
利
活
用
し
て
、
市

内
に
１
か
所
の
設
置
で
は
あ
り
ま
す
が
、

市
民
活
動
団
体
や
市
民
自
治
組
織
の
運
営

や
活
動
に
活
用
で
き
る
情
報
の
収
集
や
提

供
機
能
、
相
談
機
能
な
ど
を
備
え
た
総
合

支
援
施
設
と
し
て
設
置
し
ま
す
。
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市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

自
治
活
動
、
市
民
活
動
を
支
援
す
る
う
え

で
必
要
と
な
る
、
助
成
制
度
を
始
め
と
し

た
様
々
な
情
報
を
一
括
管
理
し
、
利
用
者

へ
の
直
接
提
供
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
介
し

て
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
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自
治
活
動
、
市
民
活
動
の
促
進
を
図
る

た
め
、
活
動
参
加
へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り

や
指
導
者
育
成
に
結
び
つ
く
よ
う
な
研
修

会
や
各
種
講
座
、
教
室
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
様
々
な
相
談
に
対
応
で
き
る
指
導

体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。
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那
珂
市
教
育
委
員
会
の
中
庭

純
委
員
お
よ
び
平
松
俊
男
委
員

が
、
平
成　

年
１
月
４
日
を

２２

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
こ
と

に
伴
い
、　

月
の
市
議
会
定
例

１２

会
で
同
意
を
得
て
、
平
松
俊
男

委
員
お
よ
び
船
橋
正
夫
元
委
員

を
再
任
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成　

年
１
月
５
日

２２

か
ら
平
成　

年
１
月
４
日
ま
で

２６

の
４
年
間
で
す
。

船橋正夫 さん
（額田南郷）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

平松俊男 さん
（戸崎）

　

寺
門
涼
太
さ
ん
（
戸
多
小
４
年
）

が
、
第　

回
全
国
小
学
生
作
文
コ
ン

１８

ク
ー
ル
「
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
お

ま
わ
り
さ
ん
」
高
学
年
の
部
で
国
務

大
臣
・
国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
賞

に
輝
き　

月　

日
、
受
賞
の
報
告
に

１２

１１

小
宅
市
長
を
訪
れ
ま
し
た
。
作
文
で

は
、
駐
在
所
の
警
察
官
に
助
け
て
も

ら
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
触
れ
、
安
全

を
守
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
世
話
を
し

て
く
れ
た
り
、
褒
め
て
く
れ
た
り
す

る
警
察
官
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表

現
し
ま
し
た
。
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那
珂
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
１
１
８
）

問い
合わせ

　

茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら

れ
た
相
談
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
悪
質
商
法
の
手
口
を
知
り
、
被
害
を

未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
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○
簡
単
に
儲
か
る
と
い
う
甘
い
話
は
信

じ
な
い
こ
と

○
呼
び
出
さ
れ
て
も
行
か
な
い
こ
と

○
街
中
で
親
し
げ
に
声
を
か
け
ら
れ
て

も
立
ち
止
ま
っ
て
話
を
聞
い
た
り
、

つ
い
て
行
っ
た
り
し
な
い
こ
と

○
販
売
員
の
言
葉
巧
み
な
言
動
や
態
度

に
惑
わ
さ
れ
ず
、
必
要
で
な
け
れ
ば

ハ
ッ
キ
リ
断
る
こ
と

○
今
必
要
か
ど
う
か
、
支
払
が
可
能
か

ど
う
か
よ
く
考
え
る
こ
と

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
資
格
商
法
、
有
料

サ
イ
ト
、
借
金
、
不
当
請
求
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
例
も
多
く

あ
り
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
と
き
は
、
早
め

に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
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額
田
地
区
区
長
会
は
、
額
田
北

郷
地
内
の
山
林
へ
大
量
に
不
法
投

棄
さ
れ
た
ご
み
に
つ
い
て
、
自
然

環
境
の
保
全
や
防
犯
上
の
観
点
か

ら
、
ま
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

一
環
か
ら
、
組
合
長
等
の
協
力
を

得
て
、　

月
６
日
に
２
ト
ン
ト

１２

ラ
ッ
ク
約
７
台
分
に
も
な
る
ご
み

を
撤
去
し
ま
し
た
。
作
業
を
実
施

し
た
皆
さ
ん
は
、
ご
み
の
不
法
投

棄
は
犯
罪
で
あ
る
と
改
め
て
強
く

認
識
し
、
さ
ら
に
不
法
投
棄
を
さ

れ
な
い
啓
発
お
よ
び
監
視
活
動
の

必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
那
珂
地
区
防
犯
協

１２

２２

会
と
那
珂
地
区
交
通
安
全
協
会
の

合
同
に
よ
り
、
年
末
の
犯
罪
予

防
・
交
通
事
故
防
止
一
斉
パ
ト

ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

上
菅
谷
駅
、
後
台
駅
、
常
陸
鴻

巣
駅
お
よ
び
瓜
連
駅
で
防
犯
グ
ッ

ズ
等
を
配
布
し
た
り
、
自
転
車
置

場
で
施
錠
確
認
を
と
お
し
て
防
犯

点
検
を
行
っ
た
り
し
た
ほ
か
、
菅

谷
地
内
で
反
射
シ
ー
ル
を
配
布
し

た
皆
さ
ん
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
の
た
め
、
防
犯
活
動

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
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昨
年　

月　

日
に
、
山
車
の
老

１２

２３

朽
化
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
融
資
に
よ
っ
て
新
し

く
作
ら
れ
た
鷺
内
区
の
山
車
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

澄
み
渡
る
青
空
の
下
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
見
守
る
中
で
新
山
車
の

試
運
転
が
行
わ
れ
、
会
場
で
は
近

所
の
か
た
の
協
力
で
甘
酒
等
が
振

る
舞
わ
れ
る
と
、
ま
つ
り
の
花
形

で
あ
る
山
車
を
囲
ん
で
お
互
い
に

思
い
思
い
を
語
り
合
い
、
地
域
の

絆
が
一
層
広
ま
る
こ
と
を
願
い
な

が
ら
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

寺
門
伯
之
さ
ん
（
下
大
賀
）
が

旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
、　

月
１２

　

日
に
小
宅
市
長
か
ら
伝
達
さ
れ

２８ま
し
た
。
寺
門
さ
ん
は
、
昭
和　
３９

年
に
瓜
連
町
議
会
議
員
に
当
選

し
、
以
後
５
期　

年
の
永
き
に
わ

２０

た
り
地
方
自
治
の
振
興
と
福
祉
の

向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
議
会
の
副
議
長
や
経
済
常

任
委
員
会
委
員
長
、
さ
ら
に
は
水

戸
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

議
会
議
員
、
大
宮
地
方
環
境
整
備

組
合
議
会
議
員
、
監
査
委
員
等
を

務
め
る
な
ど
、
多
大
な
功
績
を
残

さ
れ
ま
し
た
。
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回
目
を
迎
え
る
消
防
職
員
意

３３
見
発
表
会
が　

月　

日
、
総
合
セ

１２

１９

ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
で
開
催
さ
れ
、

　

歳
以
下
の
消
防
職
員
が
、
日
ご

２７ろ
の
職
務
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と

や
命
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て
発

表
し
ま
し
た
。

　
　

人
の
発
表
中
、「
予
防
か
ら
は

１０
じ
ま
る
消
防
活
動
」
と
題
し
て
火

災
を
未
然
に
防
ぐ
予
防
査
察
の
重

要
性
を
訴
え
た
東
消
防
署
の
寺
門

将
人
消
防
士
（
写
真
）
が
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
、
２
月　

日
開
催
の

２６

県
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

１
年
）、
草
野
静
香（
那
珂
二
中
２

年
）、
水
戸
部
南
葵
沙（
那
珂
四
中

３
年
）■
図
画　

岩
倉
綾
花（
横
堀

小
１
年
）、
戸
田
琴
音（
菅
谷
東
小

２
年
）、
和
地
真
純（
芳
野
小
３

年
）、
萩
野
谷
有
香（
瓜
連
小
４

年
）、
海
後

知
世（
本
米

崎
小
５
年
）、

熊
谷
日
菜

（
横
堀
小
６

年
）、
山
�

秀
利（
那
珂

二
中
３
年
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

　
　

月
５
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

１２
ぽ
ー
る
で
第　

回
那
珂
市
社
会
福
祉

３１

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
家
族
の
介
護
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
か
た
や
、
市
内
に
お

い
て
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
か
た
な
ど
、　

人
と
４
団
体

１２

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別

講
演
と
し
て
、
川
村
匡
由
武
蔵
野
大

学
大
学
院
教
授
に
よ
る
「
シ
ニ
ア
世

代
の
地
域
デ
ビ
ュ
ー
」
が
行
わ
れ
、

シ
ニ
ア
世
代
の
か
た
が
い
き
い
き
と

暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
と
な

る
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
受
賞
さ
れ
た
か
た
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◆
那
珂
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
状
受
賞
者

【
多
年
に
わ
た
り
家
庭
に
お
い
て
配
偶
者
や
親
を
献
身
的
に
介
護
し
て
い

る
か
た
】
鈴
木
將
夫
（
福
田
）、
�
橋
光
枝
（
福
田
）、
平
山
き
み
子（
鴻

巣
）【
多
年
に
わ
た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
地
域
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
か
た
】
額
田
い
き
い
き
サ
ロ
ン
（
額
田
南
郷
）、
愛
の
グ
ル
ー
プ

す
ず
ら
ん
会
（
瓜
連
）、
井
坂
光
位
（
鹿
島
）【
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉

の
関
係
の
職
に
あ
り
地
域
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
か
た
】
谷
由

喜
子
（
福
田
）、
宮
崎
光
惠
（
額
田
北
郷
）、
飯
塚
昭
（
菅
谷
）

◆
那
珂
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状
受
賞
者

【
多
年
に
わ
た
り
家
庭
に
お
け
る
福
祉
を
実
践
さ
れ
た
か
た
】田
口
ハ
ル
江

（
瓜
連
）、
佐
々
木
秀
二
（
瓜
連
）、
根
元
直
子
（
下
大
賀
）【
多
年
に
わ
た

り
社
会
福
祉
関
係
の
職
に
あ
り
地
域
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
た
か
た
】

（
故
）
飯
塚
猛
（
菅
谷
）【
那
珂
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

善
意
金
品
事
業
へ
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
た
か
た
】野
木
利
三
郎（
東
木
倉
）、

（
独
）
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
那
珂
核
融
合
研
究
所
（
向
山
）、
那
珂

市
ゴ
ル
フ
連
盟
（
福
田
）　
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家
庭
の
日
図
画
・
作
文
発
表
会

が　

月　

日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

１２

１３

ぽ
ー
る
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
作

文
の
部
の
金
賞
受
賞
者
９
人
に
よ

る
家
庭
の
団
ら
ん
や
家
事
分
担
な

ど
の
発
表
と
、
図
画
・
作
文
両
部

門
の
入
賞
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
両
部
門
の
金
賞
受
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
作
文　

佐
藤
直
拓（
菅
谷
小
１

年
）、
高
橋
佑
汰（
額
田
小
２
年
）、

眞
�
茜（
瓜
連
小
３
年
）、
阿
部
麗

（
額
田
小
４
年
）、
宮
田
諄
一（
菅

谷
東
小
５
年
）、
瀬
谷
美
月（
横
堀

小
６
年
）、
船
橋
芽
生（
那
珂
四
中
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■
那
珂
市
社
会

福
祉
協
議
会
長

賞　

仲
田
龍
人

（
菅
谷
西
小
５

年
）、
小
園
井

希（
額
田
小
６
年
）、
高
嶋
佑
輔

（
横
堀
小
６
年
）／
■
な
か
な
か
塾

長
賞　

前
澤
純
奈（
木
崎
小
４

年
）、
長
谷
川
安
寿
花（
五
台
小
６

年
）、
関
千
穂（
菅
谷
小
６
年
）、
松

田
奈
夕（
菅
谷
西
小
５
年
）、
高
橋

夏
希（
菅
谷
東
小
５
年
）、
秋
山
学

（
戸
多
小
６
年
）、
秋
山
侑
悟（
額

田
小
６
年
）

　

歴
史
民
俗
資
料
館
の
企
画
展

「
幕
末
の
那
珂
市
域
展
」に
合
わ
せ

て
、　

月　

日
に
講
演
会
「
藤
田

１１

２８

東
湖
を
め
ぐ
る
人
々
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
飯
田
に
縁
の
あ
る
東
湖

が
水
戸
藩
の
改
革
を
す
す
め
た
こ

と
の
ほ
か
、
彼
の
学
問
と
識
見
に

心
酔
し
た
西
郷
隆
盛
や
福
井
藩
の

橋
本
左
内
な
ど
が
や
が
て
明
治
維

新
を
実
現
さ
せ
て
い
く
姿
な
ど
が

説
明
さ
れ
、
激
動
の
時
代
を
担
っ

た
若
者
た
ち
の
情
熱
を
改
め
て

知
っ
た
皆
さ
ん
か
ら
感
嘆
の
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
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ロ
ー
タ
リ
ー
耕
の
利
用
技
術
向

上
と
農
作
業
の
安
全
意
識
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
に　

月　

日
、
茨

１１

２６

城
県
農
用
ト
ラ
ク
タ
ー
ロ
ー
タ

リ
ー
耕
競
技
大
会
（
茨
城
県
農
業

機
械
士
協
議
会
主
催
）
が
茨
城
県

立
農
業
大
学
校
で
開
催
さ
れ
、
県

内
各
地
か
ら
農
業
機
械
士
の
技
術

認
定
者
な
ど　

人
が
ロ
ー
タ
リ
ー

１２

耕
の
技
術
を
競
い
あ
い
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
は
、
小
圷
保
男
さ
ん

（
中
里
）
が
最
優
秀
賞
に
、
鈴
木
希

雄
さ
ん
（
瓜
連
）
が
優
秀
賞
に
輝

き
ま
し
た
。

　

市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
つ
ぼ
み
」
で
は
、
子
育
て
の
不
安

や
負
担
感
を
解
消
し
、
親
子
が
と

も
に
育
つ
こ
と
を
願
い
、　

月
１

１２

日
か
ら
親
支
援
保
育
（
子
育
ち
・

親
育
ち
）「
保
育
所
の
先
生
と
遊
ぼ

う
！
」を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。　

　

親
支
援
保
育
は
毎
月
１
回
、
菅

谷
・
額
田
両
保
育
所
と
協
力
し
て
、

保
育
士
が
毎
回
い
ろ
い
ろ
な
親
子

あ
そ
び
を
提
供
し
ま
す
。
親
も
子

も
持
つ
「
育
つ
力
」
を
発
揮
し
て
、

子
育
て
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�
�


�
�

�
�

　

な
か
な
か
塾
主
催
の
「
新
那
珂

八
景
写
生
展
」（
後
援
・
那
珂
市
教

育
委
員
会
、
那
珂
市
社
会
福
祉
協

議
会
）
が　

月　

日
か
ら　

月　

１１

２９

１２

１３

日
ま
で
中
央
公
民
館
で
開
催
さ

れ
、
市
内
小
学
校
か
ら
力
作
が
集

ま
り
ま
し
た
。
主
な
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
順
不
同
、
敬

称
略
）

■
那
珂
市
長
賞　

綿
引
海
渡（
瓜

連
小
５
年
）
／
■
那
珂
市
教
育
長

賞　

国
場
わ
か
菜（
菅
谷
東
小
６

年
）、
海
後
知
世（
本
米
崎
小
５

年
）、
加
藤
大
輝（
芳
野
小
６
年
）
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土金木水火月日

６５４３２１
１３１２１１１０９８７
２０１９１８１７１６１５１４
２７２６２５２４２３２２２１

３１３０２９２８

平成２１年１１月１５日～

平成２２年１月１４日（敬称略）

理美容ボランティアの会 １３，９５５円
マドレーヌ ５，０００円
ライス ４，９４４円
中央公民館古本市 １，５２０円
那珂市商工会女性部 １０，０００円
三菱マテリアル（株）・原子燃料（株）
 １０，０００円
（独）日本原子力研究開発機構
那珂核融合研究所 ５８，２００円
野木利三郎 ２０，０００円
花色いろ ２，３４５円
柏村 ４０，０００円
水戸友の会 ５，０００円

�����

���������	
��

� 人の動き �

那珂市の人口（１月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，６５６人 （－１）
　女　　　２８，４８１人 （－１９）
　計　　　５６，１３７人 （－２０）
世帯数　　２０，７１２世帯 （＋２９）

○出生　３２人
○死亡　４６人

（１２月１日～３１日） 休館日

匿名 ３０，０００円
芳野飯田　芳陽会 ２９，１３７円
寺山　則夫 ３，４６３円
ガールスカウト茨城県第３７団
 ２２，１６３円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会福
祉協議会でお受けしています。

 �２９８－８８８１

ガールスカウト茨城県第３７団の
皆さん

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，７１７人

　（平成２１年１２月末現在・
 前月比５３人減少）
○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　２億９，７７７万円

　（平成２１年１２月・
 前月比１，６８２万円増加）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

� 今月の納税  �

○固定資産税・都市計画税　４期

○国民健康保険税（普通徴収）　８期

○後期高齢者医療保険料（普通徴収）

 ８期

○介護保険料（普通徴収）  ６期

納期限：３月１日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ／市収納課収納係

�２９８－１１１１　内線１７２・１７３

�������� 　１１月３０日、水戸ヤクルト販売株式
会社から那珂市社会福祉協議会に車
いす３台が寄贈されました。この車

いすは、市内小・中学
校で行う福祉体験で使
用されます。寄贈あり
がとうございました。



広報なか２月号２５

●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月３回（ただし、

５月、８月、１月は月２回））を

発行しています。このコーナーで

はその一部を掲載していますが、

「おしらせ版」も併せてご覧くだ

さい。

日時／３月３日（水）、１０日（水）、
１７日（水）、２４日（水）、３１日（水）
いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福

祉センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

　資料館所蔵の明治～昭和中期のお雛
様や市民のかたから出展された様々な
お雛様を紹介します。また、手作りの
味わいと絢爛美を併せ持つ県指定郷土
工芸品「桂の雛人形」も特別展示します。
　市民のかたがたの手作りによる『雛の
つるし飾り』も会場を彩りますので、皆
様お誘い合わせの上お出かけください。
日　時／３月１４日（日）まで

９：００～１６：３０
（入館受付１６：００まで）
※月曜日は休館です

場　所／歴史民俗資料館多目的ホール
入館料／無料
問い合わせ／

歴史民俗資料館　�２９７－００８０

　森林所有者等は、地域森林計画の対
象となっている民有林の立木を伐採す
る場合、森林法に基づき、事前に市役
所に「伐採及び伐採後の造林届出書」
を提出する必要があります。届出を
怠った場合や、届出内容と異なる行為
をした場合は森林法により罰せられる
場合がありますのでご注意ください。
○「伐採及び伐採後の造林届出書」は、

心配ごと相談

森林を伐採するときは
伐採届出書を提出しましょう

市農政課にあります。また、市ホーム
ページから取得することもできます。
○「伐採及び伐採後の造林届出書」は、
伐採開始日の９０～３０日前に提出して
ください。
○届出をする必要がある森林かどうか
は、市農政課で確認でき、対象森林
でない場合は届出不要です。
○次のことをする場合は、茨城県知事
の許可が必要です。問い合わせ先に
ご相談ください。
・１ヘクタールをこえる面積の開発行為
・保安林の伐採
問い合わせ／

市農政課農業振興係　�２９８－１１１１　

内線２３５

茨城県県央農林事務所 林業振興課

�２３１－２０７９

日時／３月１６日（火）　１３：００～１７：００
場所／市役所（本庁）　１階　相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に次まで予約してくだ

さい。
申し込み・問い合わせ／

市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

法律相談

季節展示雛人形展

��������	


　偕楽園および弘道館を会場に２
月２０日から３月３１日まで開催され
る「第１１４回水戸の梅まつり」を広
く知ってもらおうと１月２５日、
「２０１０年水戸の梅大使」の皆さんが
那珂市を訪れました。
　水戸市市制施行１２０周年と水戸
藩開藩４００年を記念して開催され
る今回の梅まつり。梅香立ち込め
る偕楽園で、一足早い春を感じて
みてはいかがでしょうか。

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

�
�
�
�
�
�

７日　那珂記念クリニック （中台）
�３５３－２８００

１４日　小宅内科医院 （菅谷）
�２９８－００５０

２１日　河野胃腸科外科 （竹ノ内）
�２９５－５３８６

２２日　水野医院 （西木倉）
�２９８－８０３９

■診療時間／９：００～１１：３０

※往診はしません。
※保険証は必ずお持ちください。
※診療時間外は、茨城県救急医療情
報コントロールセンター（県メ
ディカルセンター内）へお問い合
わせください。 �２４１－４１９９

��������
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◆募集人員　１２人
　神崎地区（１人）、額田地区（１人）
　菅谷地区（３人）、五台地区（２人）
　戸多地区（１人）、芳野地区（１人）
　木崎地区（１人）、瓜連地区（２人）
◆応募資格　市内にお住まいの２０
歳以上のかたで、地域の話題や
人物をご紹介いただけるかた

◆申込締切　３月３日（水）
◆応募方法　住所、氏名、年齢、
性別、職業を記入の上、はがき、
封書、Ｅメール等でお申し込み
ください。（電話申込も可）

◆申し込み・問い合わせ

　企画課広報係

　�２９８‐１１１１　内線４３８

　〒３１１‐０１９２　福田１８１９－５

　Ｅメール　kikaku@city.naka.lg.jp

　市では、「広報なか」が地域に
密着した、皆さんが楽しめる広報
紙となるために、地区ごとに広報
協力員をお願いして地域の話題や
情報の提供をいただいています。
　広く地域の話題を提供いただく
ため、地区ごとに次のとおり協力
員を募集します。皆さんのご応募
をお待ちしています。なお、応募
者多数の場合は、地区・年齢など
により選考させていただきます。
◆任期

　２年間
　（平成２４年３月３１日まで）

■材料（４人分）

　高野豆腐 ………………………４枚
　小松菜　 ………………………３００ｇ
　牛もも肉（薄切り）　 …………１５０ｇ
　しょうゆ、酒　 ……… 各大さじ１／２
　かたくり粉 ………………小さじ１
　ねぎ ……………………………１本
　にんにく ……………………１かけ
　オイスターソース ………大さじ２
　サラダ油 …………… 大さじ１・１／２
　しょう油 …………………大さじ１
　砂糖 ………………………小さじ１
　塩 ………………………………少々
　かたくり粉　 …………… 大さじ１／２

■作り方（４人分）

①高野豆腐はたっぷりの湯で戻し、水
を堅く絞って約１�厚さに切る。

②小松菜は３�長さに切り、根元の部
分は縦に二つから四つに切る。

③牛もも肉は一口大に切り、Ａの材料
をからめて下味をつける。

④ねぎは斜めにぶつ切りにし、にんに
くはみじん切りにする。

⑤フライパンにサラダ油を熱し、にん
にくを加えていためる。香りが立っ
たら③を加えていためる。肉の色が
変わりかけたらねぎを加え、全体に
サラダ油がなじんだら①、②を加え
ていためる。

⑥小松菜がしんなりするまでいためた
ら、水カップ１／４～１／３、オイスター
ソース、しょうゆ、砂糖、塩を加え
て一煮立ちさせる。かたくり粉を２
倍の量の水で溶いて加えてとろみを
つけ、皿に盛る。

��������	
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ヘルスメイトさんが作る健康料理�

■小松菜と高野豆腐を使ったカルシウ
ムいっぱいのかんたん炒め物です。

　ご飯のおかずにおすすめです。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

木崎（成人食部会）

小林寿子さん

�
�
�

Ａ



　横手市から約２０ｔの新雪が運ば
れ、一の関ため池親水公園の曲が
り屋前にかまくらが作られ、１月
１６日、１７日に公開されました。 
　大人も悠々入れる程の大きなか
まくらに、訪れたかたは列を作り

見学。夜には夢AKARIの淡い灯ろ
うの光に照らされました。 
　また、会場には多くの露店が並
び、横手市からはＢ１グランプリ
の横手やきそば７００食も完売。多
くのかたが訪れました。 
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